
秋
田
か
ら
の

嬉
し
い
歓
迎

　

１
日
目
、
会
場
前
で
は
秋

田
青
年
部
が
秋
田
名
物
「
バ

バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
」
を
盛
り
付

け
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者
を

明
る
く
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
新
幹
線
遅
延
で
開
会
を

遅
ら
せ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
飛
行
機
で
来

て
い
た
参
加
者
と
秋
田
青
年

と
で
「
人
間
知
恵
の
輪
」、

「
絵
し
り
と
り
」
な
ど
の
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
行
い
、
ひ

と
あ
し
先
に
会
場
を
温
め
ま

し
た
。

　

無
事
、
参
加
者
も
揃
っ
て

の
開
会
式
で
は
、
歓
迎
あ
い

さ
つ
に
秋
厚
労
・
中
村
中
央

執
行
委
員
長
か
ら
秋
厚
労
が

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
住
民

運
動
や
、
58
歳
の
一
時
金
不

利
益
問
題
が
改
善
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、「
労

働
組
合
運
動
は
コ
ツ
コ
ツ
と

積
み
重
ね
て
達
成
で
き
る
と

い
う
事
を
、
皆
さ

ん
に
も
理
解
し
て

も
ら
い
、
今
後
で

き
る
後
輩
に
も
伝

え
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

学
習
ゲ
ー
ム
で

権
利
を
知
ろ
う

　

青
年
委
員
か
ら
紙
し
ば
い

で
の
医
労
連
共
済
の
紹
介
の

あ
と
、
班
別
交
流
で
は
、
自

己
紹
介
と
学
習
ゲ
ー
ム
「
宝

の
地
図
を
完
成
さ
せ
よ
う
」

を
行
な
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

で
は
正
し
い
権
利
や
憲
法
を

も
と
に
空
白
を
う
め
て
地
図

を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
班
の

仲
間
全
員
が
意
見
や
知
恵
を

だ
し
あ
い
ま
し
た
。
取
り
組

む
中
で
、
次
第
に
班
内
で
団

結
力
が
う
ま
れ
、
無
事
ゴ
ー

ル
し
た
班
は
ハ
イ
タ
ッ
チ
し

て
喜
び
あ
う
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ゲ
ー
ム
を
進
め
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
の
中
に
は
、

「
師
長
さ
ん
の
指
示
で
参
加

し
た
休
日
の
研
修
会
は
時
間

外
労
働
と
な
る
」
と
い
っ
た

青
年
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

内
容
を
入
れ
ま
し
た
。

全厚労青年集会

武家屋敷クイズスタンプラリー達成！勝利のポーズ

　

班
別
交
流
後
に
は
、
青
年

委
員
か
ら
青
年
集
会
の
歴
史

と
各
県
青
年
部
の
活
動
紹
介

を
行
な
い
ま
し
た
。

迫
力
満
点
の

な
ま
は
げ

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
畑
中

中
央
執
行
委
員
長
か
ら
、
医

療
や
暮
ら
し
の
土
台
と
な
っ

て
い
る
憲
法
の
お
話
を
頂
き
、

医
労
連
青
年
協
が
す
す
め
て

い
る
憲
法
９
条
や
平
和
を
語

り
な
が
ら
お
酒
を
飲
む
取
り

組
み
、「
憲
法
９
条
に
カ
ン

パ
イ
」
の
カ
ー
ド
を
掲
げ
て

乾
杯
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
途
中
に
は
、
な

ま
は
げ
太
鼓
の
演
奏
も
は
じ

ま
り
、
参
加
者
は
初
め
て
見

る
な
ま
は
げ
と
、
会
場
に
響

き
渡
る
和
太
鼓
の
演
奏
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
紹
介
で
は
、
普

段
あ
ま
り
会
え
な
い
近
隣
県

の
青
年
の
こ
と
を
知
り
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
医
労
連
青
年
協

か
ら
Ｋ‘

ｓ
に
参
加
し
て
く

れ
た
全
日
赤
の
青
年
の
紹
介

も
行
い
ま
し
た
。

（
Ｋ‘

ｓ
秋
田　

２
面
へ
続
く
）

正しい法律や権利をもとに宝の地図を完成させる

たくさんの仲間ができたＫ’ｓ秋田たくさんの仲間ができたＫ’ｓ秋田たくさんの仲間ができたＫ’ｓ秋田

憲法９条にカンパイ！

　
10
月
６
日
〜
８
日
、
あ
き
た
芸
術
村
温
泉
ゆ
ぽ
ぽ
に
て
、
全
厚
労
青

年
集
会
「
Ｋ
’ｓ 

ｓ
ｔａ
ｔ
ｉｏｎ 

ｉｎ
秋
田
」
を
開
催
し
、
13
県
97
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
台
風
の
接
近
等
で
若
干
の
行
程
調
整
も
あ
り
ま
し
た
が
、

２
日
目
昼
か
ら
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
医
療
の
現
場
で
働
く
青
年
た
ち
が

大
い
に
語
り
、
学
び
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大迫力のなまはげと記念撮影

○知らない人と交流ができて良かっ
た。他県連と交流することで、悩み
や職場環境を知ることができ、今後
の青年部の取り組みのあり方を考え

させられた。きりたんぽを作る作業が良かった（福島）
○秋田の良い所がたくさん知れた。みんな同じ悩みを抱えてい
て、協力して職場をよくしようとしていると分かった（富山）

○全てがよかったなと思います。全国の仲間で集まる機会は
中々ないので、今後も継続して欲しいと思います（茨城）

○たくさん仲間ができました。みんなが笑顔でよかったと思い
ます。ゲーム等で組合の規則などが分かってよかった!!（三重）

○みんな元気があり、パワーをもらえた気がします。他県の人
達の話を聞けて、自分の県でも実施できればなと思うような
ことも学べたので活かしていきたいです。最終日のプレゼン
テーションでは、発表のやり方がとても上手なところが多く、
色々意見が聞けて良かったです（広島）

○他県の青年委員と交流ができ、現在の病院の状況や困って
いる事、組合活動でこういう事が改
善された等、話し合えて良かった。1
日目に「知恵の輪」等で緊張も和ら
いだのでチームの人と仲良くできて
良かった。スタンプラリーもチーム
で協力できたので良かった（徳島）

○秋田県の名物（きりたんぽやババヘ
ラアイス）を食べれて良かったです。
色んな県の人と交流できて楽しかっ
たです（高知）

Ｋ‘ｓ秋田
参加者の声

【1・2面】青年集会Ｋ‘ｓ秋田
【3面】改正労基法に備えよう

10.11国民集会・カンパ報告
http://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2018年10月20日 第462号全 厚 労 ニ ュ ー ス



一面に続き、全厚労青年集会Ｋ‘ｓ秋田の2日目オプショナルツアー、3日目グループワークの内容を紹介します。

武家屋敷でちょっと一息

青年部に参加しよう！

みんな秋田犬にメロメロ？

秋田美人めざして一致団結

秋田の郷土料理きりたんぽ作り

鈴木酒蔵の見学

晴天の田沢湖砂浜にて

武家屋敷青柳家の資料館にて

全厚労青年委員お疲れ様でした

○時間外労働・休日労働は必要最小限にとどめる。

○使用者は、３６協定の範囲内であっても労働者に対する安全配慮義務
を負うこと。

　労働時間が長くなるほど過労死との関連性が強まることに留意。

○時間外労働・休日労働を行う業務の区分を細分化し、業務の範囲を明
確にすること。

○臨時的な特別の事情がなければ限度時間（月45時間・年360時間）
を超えられないこと。

　限度時間を超える必要がある場合は、できる限り具体的に定めること。
　限度時間にできる限り近づけること。

○　対象者は、年次有給休暇が年10日以上付与される労働者
　（管理監督者を含む）

○　労働者ごとに、年次有給休暇を付与した日（基準日）から１年以内
に５日について、使用者が取得時季を指定して与える

○　労働者が自ら申し出て取得した日数や、計画的付与で取得した日数
については、５日から控除することができる

○　時季指定に当たっては、労働者の意見を聴取し、その意見を尊重す
るよう努めなければならない

○　労働者ごとに年次有給休暇管理簿を作成し、３年間保存

図１

図２

図３

図４

　全厚労17年度発87号（7月17日付）で全県に要請した
「西日本豪雨水害カンパ」は、9月27日現在、1,387,843
円が集まりました。9月28～29日開催の第1回中執にて、
水害分として寄せられた分として、138万5千円を被害状

況に応じて配分（うち10万円を日
本医労連の水害カンパへ）しました。
ご協力ありがとうございました。な
おその後も、「北海道地震カンパ」
と合わせて取り組みを継続していま
す。最終的なカンパ報告は定期大
会で行います。

西日本豪雨水害カンパについて

岐阜：半壊１、床下１、車両１ 計21万5千円
広島：全壊１、床上２、床下９、車両６ 計87万5千円
山口：床下５、車両１ 計19万5千円

カンパ
配分額

水害カンパ配分基準
自宅全壊 28万
自宅半壊 16万
床上浸水  8万
床下浸水  3.5万
車両廃棄  2万

「
年
次
有
給
休
暇
（
年
休
、
労

基
法
で
労
働
者
に
付
与
さ
れ
た

権
利
）」に
充
て
る
こ
と
は
、「
労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
」
に
あ

た
り
、「
労
働
者
の
同
意
や
労

働
組
合
と
の
十
分
な
協
議
、
就

業
規
則
等
の
変
更
手
続
き
」
が

必
要
な
も
の
で
、
き
っ
ち
り
と

区
分
け
し
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

職
場
の
大
多
数
が
ク
リ
ア
し

て
い
て
も
「
管
理
監
督
者
」
含

め
て
、
誰
一
人
と
し
て
欠
け
る

こ
と
な
く
、
年
休
取
得
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
、
労
使
双
方
に

課
せ
ら
れ
る
課
題
と
い
え
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
法
」
の
一
つ
、

労
働
時
間
設
定
改
善
特
措
法
に

お
い
て
、
11
時
間
の
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入
が
、「
努

力
義
務
」
と
し
て
で
す
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
労
働
基
準
法
で
は
、

１
日
８
時
間
週
40
時
間
労
働
が

原
則
（
第
32
条
）
で
す
。
と
こ

ろ
が
例
外
規
定
と
し
て
労
基
法

第
36
条
で
定
め
る
「
労
使
協
定

（
36
協
定
）」
を
締
結
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
協
定
の
範
囲
内
で

時
間
外
・
休
日
労
働
を
、
使
用

者
は
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る

（
別
途
、
就
業
規
則
上
の
定
め

も
必
要
）
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
一
週
15
時
間
、

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
」

と
大
臣
告
示
基
準
と
し
て
、
時

間
外
労
働
の
限
度
時
間
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
労

基
法
（
以
下
、
労
基
法
）
で
は
、

こ
の
基
準
が
時
間
外
労
働
限
度

の
「
原
則
」
と
し
て
定
め
ら
れ
、

そ
れ
を
超
え
る
時
間
は
、「
臨

時
的
な
特
別
の
事
情
が
な
け
れ

ば
、
限
度
時
間
を
超
え
て
は
な

ら
ず
」、「
具
体
的
に
定
め
る
」

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
図

１
・
２
・
ポ
イ
ン
ト
参
照
）。「
臨

時
的
な
特
別
の
事
情
」
と
は
、

あ
く
ま
で
も
「
臨
時
的
」
な
も

の
で
、
病
院
で
の
救
急
対
応
な

ど
は
日
常
業
務
の
範
囲
内
で
あ

り
、
交
代
制
勤
務
で
補
え
る
だ

け
の
人
員
体
制
を
揃
え
る
こ
と

が
基
本
で
す
。

　

現
在
、「
特
別
条
項
」
で
限

度
時
間
を
超
え
る
よ
う
な
事
業

所
は
、
次
年
度
の
協
定
に
向
け

て
、
法
違
反
と
な
ら
な
い
よ
う

な
準
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
使

用
者
に
は
、
労
働
者
の
健
康
と

労
働
環
境
を
維
持
す
る
「
安
全

配
慮
義
務
」
が
使
用
者
に
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

19
年
春
か
ら
年
次
有
給
休
暇

を
「
労
働
者
ご
と
に
５
日
に
つ

い
て
、
取
得
時
季
を
指
定
し
て

付
与
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
労
働
者
個
人
が
自
由
に
、

も
し
く
は
計
画
付
与
制
度
で
取

得
し
て
、
５
日
間
が
取
得
で
き

れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

労
働
者
一
人
ひ
と
り
（
管
理
監

督
者
含
む
）
が
最
低
限
年
５
日

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
法

違
反
の
場
合
は
、
取
得
で
き
て

い
な
い
労
働
者
一
人
に
対
し
て
、

30
万
円
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
ま

す
（
２
名
の
場
合
は
60
万
、
３

名
は
90
万…

と
な
り
ま
す
が
、

司
法
判
断
で
は
、
一
定
の
減
額

が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
、
と
い

う
の
が
厚
労
省
の
回
答
で
し

た
）。（
図
３
参
照
）

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
誰
も
が
最

低
５
日
は
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
特

別
休
暇
」＝
夏
季
休
暇
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
や
忌
引
き
休
暇

な
ど
就
業
規
則
や
労
働
協
約
で

定
め
ら
れ
た
「
有
給
休
暇
」
を

　

こ
れ
は
勤
務
と
次
の
勤
務
の

間
を
「
11
時
間
以
上
」
確
保
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す

（
図
４
）。
一
勤
務
の
疲
労
回
復

時
間
外
労
働（
36
協
定
）

の
制
限

勤
務
間
隔（
11
時
間
）

の
確
保

に
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
程
度

の
休
憩
・
休
息
時
間
を
必
要
と

す
る
科
学
的
な
知
見
も
あ
り
、

Ｅ
Ｕ
で
は
、
か
な
り
前
か
ら
導

入
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。「
日

勤

－

深
夜
」
な
ど
の
勤
務
は

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

年
休
５
日
の

時
季
指
定
義
務
化

秋
田
の
魅
力

　

２
日
目
は
、
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
バ
ス
で
10
月
の
秋
田
を

観
光
し
ま
し
た
。田
沢
湖
湖
畔
・

辰
子
像
や
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
御
座
石
神
社

を
ま
わ
り
、
途
中
秋
田
犬
に
も

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
昼
後
は
、
角
館
・
武
家
屋

敷
で
の
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
行
い
、
風
情
あ
る
街
並
み

を
楽
し
み
な
が
ら
、
全
厚
労
ハ

ッ
ピ
を
着
た
青
年
担
当
四
役
・

中
執
か
ら
出
題
さ
れ
る
「
秋
田

ご
当
地
ク
イ
ズ
」
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

移
動
中
の
バ
ス
内
で
は
、
秋

田
青
年
部
に
ガ
イ
ド
を
担
当
し

て
頂
き
、
各
所
の
歴
史
や
、
秋

田
の
魅
力
を
素
敵
な
訛
り
も
交

え
て
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
後
は
郷
土
料
理
「
き

り
た
ん
ぽ
・
だ
ま
こ
」
作
り
に

挑
戦
。
苦
戦
し
な
が
ら
も
各
班

で
作
っ
た
き
り
た
ん
ぽ
は
、
夕

食
交
流
会
で
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。
交
流
会
で
は
、
男
性

に
お
化
粧
を
施
す
一
風
変
わ

っ
た
「
秋
田
美
人
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

「
悩
み
」か
ら

実
現
を
考
え
る

　

３
日
目
は
「
こ
ん
な
職
場

だ
っ
た
ら
や
め
た
く
な
い
〜

自
分
達
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る

〜
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
ま
ず
「
や
め
た
く
な

い
職
場
」
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
い
、
自
分
の
職
場
で
の
悩

み
や
、
問
題
点
を
も
と
に
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
で
は

「
や
め
た
く
な
い
職
場
」
を
ど

う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
に
つ

い
て
考
え
、
班
で
ま
と
め
た
内

容
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
や
め
た
く
な
い

職
場
に
つ
い
て
「
給
料
が
多

い
」「
定
時
で
帰
れ
る
」「
残
業

時
間
が
１
０
０
％
請
求
で
き

る
」「
休
み
を
し
っ
か
り
と
れ

る
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
な
い
」

等
が
あ
げ
ら
れ
、
実
現
に
向
け

て
「
団
体
交
渉
に
参
加
す
る
」

「
業
務
改
善
を
行
な
う
」「
正
し

い
知
識
を
伝
え
、
権
利
を
積
極

的
に
つ
か
う
」
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
間
を
思
い
や
る「
愛
」、

休
み
や
権
利
を
主
張
す
る
「
勇

気
」、青
年
部
に
結
集
す
る
「
友

情
」
を
力
強
く
発
表
し
た
班
や
、

「
や
め
た
く
な
い
職
場
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
青
年
部

に
参
加
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
班
も
あ
り
ま
し
た
。

青
年
活
動
を

力
に
つ
な
げ
て

　

各
班
か
ら
の
発
表
を
う
け
て
、

青
年
委
員
か
ら
は
、
職
場
の
声

を
集
め
要
求
に
し
団
体
交
渉
に

参
加
し
た
経
験
や
、
青
年
層
の

離
職
の
原
因
を
掴
む
た
め
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
」
を
継
続
し

て
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

話
さ
れ
、「
青
年
部
の
活
動
に

参
加
し
、
知
識
を
広
げ
、
若
い

世
代
の
意
見
も
伝
え
て
よ
り
良

い
職
場
に
し
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
は
、
３
日
間

の
思
い
出
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
流
し
、
参
加
者
と
の

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
終
了
し

ま
し
た
。

　

Ｋ‘

ｓ
秋
田
で
は
、
全
厚
労

青
年
委
員
会
と
秋
田
青
年
部
で
、

全
国
の
青
年
が
「
仲
間
づ
く
り
」

で
き
る
よ
う
な
企
画
を
練
っ
て

き
ま
し
た
。
集
会
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
多
く
の
参
加
者
が
、
他
県

で
の
仲
間
を
見
つ
け
、
交
流
し
、

今
後
の
組
合
活
動
に
活
か
せ
る

よ
う
な
経
験
が
出
来
た
と
の
声

を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
全
国

の
青
年
の
力
と

な
る
Ｋ‘

ｓ
に
な

る
よ
う
、
邁
進

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
勤
務
の

中
、
参
加
さ
れ

た
青
年
の
皆
さ

ん
、
送
り
出
し

て
く
れ
た
職
場

の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

10
月
11
日
、
東
京
・
日
比
谷

野
音
に
３
７
０
０
人
が
集
ま
り
、

「
サ
ウ
ン
ド・デ
モ
」先
頭
に

医
療・看
護・介
護
ま
も
れ
の
声

「
サ
ウ
ン
ド・デ
モ
」先
頭
に

医
療・看
護・介
護
ま
も
れ
の
声
10・11
国
民
集
会
に

3
7
0
0
人

につなげようにつなげようからからのの青年青年 団結団結交流交流

「
憲
法
・
い
の
ち
・
暮
ら
し
守

る
国
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
厚

労
は
９
県
72

名
が
参
加
。

今
回
は
３
台

の
サ
ウ
ン
ド
・

デ
モ
カ
ー
が
出
動
。
な
ん
と
か

雨
も
降
ら
ず
に
、
先
頭
に
全
厚

労
（
福
厚
労
）
が
陣
取
り
、
タ

テ
乗
り
で
「
看
護
師
増
や
し
て

医
療
を
守
れ
」
と
コ
ー
ル
を
上

げ
て
銀
座
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

熱い思いを伝えたプレゼンテーション

長
時
間
労
働
改
善
、年
休
取
得
、勤
務
間
隔
確
保
等

来
年
春
施
行
の
改
正
労
働
基
準
法
に
備
え
よ
う
！

長
時
間
労
働
改
善
、年
休
取
得
、勤
務
間
隔
確
保
等

来
年
春
施
行
の
改
正
労
働
基
準
法
に
備
え
よ
う
！

　
９
月
28
〜
29
日
に
開
催
し
た
全
厚
労
第
１
回
中
執
で
は
、
今
年
成
立
し
た
「
働
き
方
改
革
法
」
に

つ
い
て
、
厚
労
省
の
担
当
者
を
呼
ん
で
「
拡
大
学
習
会
」
を
行
い
ま
し
た
。「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
な
ど
は
大
問
題
で
す
が
、
活
用
で
き
る
「
規
制
」
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

主
に「
時
間
外
労
働
の
制
限
」、「
年
休
取
得
」「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

（3） 2018年10月20日 第462号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2018年10月20日 第462号全 厚 労 ニ ュ ー ス



一面に続き、全厚労青年集会Ｋ‘ｓ秋田の2日目オプショナルツアー、3日目グループワークの内容を紹介します。

武家屋敷でちょっと一息

青年部に参加しよう！

みんな秋田犬にメロメロ？

秋田美人めざして一致団結

秋田の郷土料理きりたんぽ作り

鈴木酒蔵の見学

晴天の田沢湖砂浜にて

武家屋敷青柳家の資料館にて

全厚労青年委員お疲れ様でした

○時間外労働・休日労働は必要最小限にとどめる。

○使用者は、３６協定の範囲内であっても労働者に対する安全配慮義務
を負うこと。
　労働時間が長くなるほど過労死との関連性が強まることに留意。

○時間外労働・休日労働を行う業務の区分を細分化し、業務の範囲を明
確にすること。

○臨時的な特別の事情がなければ限度時間（月45時間・年360時間）
を超えられないこと。
　限度時間を超える必要がある場合は、できる限り具体的に定めること。
　限度時間にできる限り近づけること。

○　対象者は、年次有給休暇が年10日以上付与される労働者
　（管理監督者を含む）

○　労働者ごとに、年次有給休暇を付与した日（基準日）から１年以内
に５日について、使用者が取得時季を指定して与える

○　労働者が自ら申し出て取得した日数や、計画的付与で取得した日数
については、５日から控除することができる

○　時季指定に当たっては、労働者の意見を聴取し、その意見を尊重す
るよう努めなければならない

○　労働者ごとに年次有給休暇管理簿を作成し、３年間保存

図１

図２

図３

図４

　全厚労17年度発87号（7月17日付）で全県に要請した
「西日本豪雨水害カンパ」は、9月27日現在、1,387,843
円が集まりました。9月28～29日開催の第1回中執にて、
水害分として寄せられた分として、138万5千円を被害状

況に応じて配分（うち10万円を日
本医労連の水害カンパへ）しました。
ご協力ありがとうございました。な
おその後も、「北海道地震カンパ」
と合わせて取り組みを継続していま
す。最終的なカンパ報告は定期大
会で行います。

西日本豪雨水害カンパについて

岐阜：半壊１、床下１、車両１ 計21万5千円
広島：全壊１、床上２、床下９、車両６ 計87万5千円
山口：床下５、車両１ 計19万5千円

カンパ
配分額

水害カンパ配分基準
自宅全壊 28万
自宅半壊 16万
床上浸水  8万
床下浸水  3.5万
車両廃棄  2万

「
年
次
有
給
休
暇
（
年
休
、
労

基
法
で
労
働
者
に
付
与
さ
れ
た

権
利
）」に
充
て
る
こ
と
は
、「
労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
」
に
あ

た
り
、「
労
働
者
の
同
意
や
労

働
組
合
と
の
十
分
な
協
議
、
就

業
規
則
等
の
変
更
手
続
き
」
が

必
要
な
も
の
で
、
き
っ
ち
り
と

区
分
け
し
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

職
場
の
大
多
数
が
ク
リ
ア
し

て
い
て
も
「
管
理
監
督
者
」
含

め
て
、
誰
一
人
と
し
て
欠
け
る

こ
と
な
く
、
年
休
取
得
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
、
労
使
双
方
に

課
せ
ら
れ
る
課
題
と
い
え
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
法
」
の
一
つ
、

労
働
時
間
設
定
改
善
特
措
法
に

お
い
て
、
11
時
間
の
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入
が
、「
努

力
義
務
」
と
し
て
で
す
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
労
働
基
準
法
で
は
、

１
日
８
時
間
週
40
時
間
労
働
が

原
則
（
第
32
条
）
で
す
。
と
こ

ろ
が
例
外
規
定
と
し
て
労
基
法

第
36
条
で
定
め
る
「
労
使
協
定

（
36
協
定
）」
を
締
結
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
協
定
の
範
囲
内
で

時
間
外
・
休
日
労
働
を
、
使
用

者
は
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る

（
別
途
、
就
業
規
則
上
の
定
め

も
必
要
）
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
一
週
15
時
間
、

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
」

と
大
臣
告
示
基
準
と
し
て
、
時

間
外
労
働
の
限
度
時
間
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
労

基
法
（
以
下
、
労
基
法
）
で
は
、

こ
の
基
準
が
時
間
外
労
働
限
度

の
「
原
則
」
と
し
て
定
め
ら
れ
、

そ
れ
を
超
え
る
時
間
は
、「
臨

時
的
な
特
別
の
事
情
が
な
け
れ

ば
、
限
度
時
間
を
超
え
て
は
な

ら
ず
」、「
具
体
的
に
定
め
る
」

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
図

１
・
２
・
ポ
イ
ン
ト
参
照
）。「
臨

時
的
な
特
別
の
事
情
」
と
は
、

あ
く
ま
で
も
「
臨
時
的
」
な
も

の
で
、
病
院
で
の
救
急
対
応
な

ど
は
日
常
業
務
の
範
囲
内
で
あ

り
、
交
代
制
勤
務
で
補
え
る
だ

け
の
人
員
体
制
を
揃
え
る
こ
と

が
基
本
で
す
。

　

現
在
、「
特
別
条
項
」
で
限

度
時
間
を
超
え
る
よ
う
な
事
業

所
は
、
次
年
度
の
協
定
に
向
け

て
、
法
違
反
と
な
ら
な
い
よ
う

な
準
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
使

用
者
に
は
、
労
働
者
の
健
康
と

労
働
環
境
を
維
持
す
る
「
安
全

配
慮
義
務
」
が
使
用
者
に
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

19
年
春
か
ら
年
次
有
給
休
暇

を
「
労
働
者
ご
と
に
５
日
に
つ

い
て
、
取
得
時
季
を
指
定
し
て

付
与
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
労
働
者
個
人
が
自
由
に
、

も
し
く
は
計
画
付
与
制
度
で
取

得
し
て
、
５
日
間
が
取
得
で
き

れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

労
働
者
一
人
ひ
と
り
（
管
理
監

督
者
含
む
）
が
最
低
限
年
５
日

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
法

違
反
の
場
合
は
、
取
得
で
き
て

い
な
い
労
働
者
一
人
に
対
し
て
、

30
万
円
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
ま

す
（
２
名
の
場
合
は
60
万
、
３

名
は
90
万…

と
な
り
ま
す
が
、

司
法
判
断
で
は
、
一
定
の
減
額

が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
、
と
い

う
の
が
厚
労
省
の
回
答
で
し

た
）。（
図
３
参
照
）

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
誰
も
が
最

低
５
日
は
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
特

別
休
暇
」＝
夏
季
休
暇
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
や
忌
引
き
休
暇

な
ど
就
業
規
則
や
労
働
協
約
で

定
め
ら
れ
た
「
有
給
休
暇
」
を

　

こ
れ
は
勤
務
と
次
の
勤
務
の

間
を
「
11
時
間
以
上
」
確
保
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す

（
図
４
）。
一
勤
務
の
疲
労
回
復

時
間
外
労
働（
36
協
定
）

の
制
限

勤
務
間
隔（
11
時
間
）

の
確
保

に
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
程
度

の
休
憩
・
休
息
時
間
を
必
要
と

す
る
科
学
的
な
知
見
も
あ
り
、

Ｅ
Ｕ
で
は
、
か
な
り
前
か
ら
導

入
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。「
日

勤

－

深
夜
」
な
ど
の
勤
務
は

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

年
休
５
日
の

時
季
指
定
義
務
化

秋
田
の
魅
力

　

２
日
目
は
、
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
バ
ス
で
10
月
の
秋
田
を

観
光
し
ま
し
た
。田
沢
湖
湖
畔
・

辰
子
像
や
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
御
座
石
神
社

を
ま
わ
り
、
途
中
秋
田
犬
に
も

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
昼
後
は
、
角
館
・
武
家
屋

敷
で
の
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
行
い
、
風
情
あ
る
街
並
み

を
楽
し
み
な
が
ら
、
全
厚
労
ハ

ッ
ピ
を
着
た
青
年
担
当
四
役
・

中
執
か
ら
出
題
さ
れ
る
「
秋
田

ご
当
地
ク
イ
ズ
」
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

移
動
中
の
バ
ス
内
で
は
、
秋

田
青
年
部
に
ガ
イ
ド
を
担
当
し

て
頂
き
、
各
所
の
歴
史
や
、
秋

田
の
魅
力
を
素
敵
な
訛
り
も
交

え
て
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
後
は
郷
土
料
理
「
き

り
た
ん
ぽ
・
だ
ま
こ
」
作
り
に

挑
戦
。
苦
戦
し
な
が
ら
も
各
班

で
作
っ
た
き
り
た
ん
ぽ
は
、
夕

食
交
流
会
で
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。
交
流
会
で
は
、
男
性

に
お
化
粧
を
施
す
一
風
変
わ

っ
た
「
秋
田
美
人
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

「
悩
み
」か
ら

実
現
を
考
え
る

　

３
日
目
は
「
こ
ん
な
職
場

だ
っ
た
ら
や
め
た
く
な
い
〜

自
分
達
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る

〜
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
ま
ず
「
や
め
た
く
な

い
職
場
」
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
い
、
自
分
の
職
場
で
の
悩

み
や
、
問
題
点
を
も
と
に
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
で
は

「
や
め
た
く
な
い
職
場
」
を
ど

う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
に
つ

い
て
考
え
、
班
で
ま
と
め
た
内

容
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
や
め
た
く
な
い

職
場
に
つ
い
て
「
給
料
が
多

い
」「
定
時
で
帰
れ
る
」「
残
業

時
間
が
１
０
０
％
請
求
で
き

る
」「
休
み
を
し
っ
か
り
と
れ

る
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
な
い
」

等
が
あ
げ
ら
れ
、
実
現
に
向
け

て
「
団
体
交
渉
に
参
加
す
る
」

「
業
務
改
善
を
行
な
う
」「
正
し

い
知
識
を
伝
え
、
権
利
を
積
極

的
に
つ
か
う
」
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
間
を
思
い
や
る「
愛
」、

休
み
や
権
利
を
主
張
す
る
「
勇

気
」、青
年
部
に
結
集
す
る
「
友

情
」
を
力
強
く
発
表
し
た
班
や
、

「
や
め
た
く
な
い
職
場
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
青
年
部

に
参
加
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
班
も
あ
り
ま
し
た
。

青
年
活
動
を

力
に
つ
な
げ
て

　

各
班
か
ら
の
発
表
を
う
け
て
、

青
年
委
員
か
ら
は
、
職
場
の
声

を
集
め
要
求
に
し
団
体
交
渉
に

参
加
し
た
経
験
や
、
青
年
層
の

離
職
の
原
因
を
掴
む
た
め
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
」
を
継
続
し

て
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

話
さ
れ
、「
青
年
部
の
活
動
に

参
加
し
、
知
識
を
広
げ
、
若
い

世
代
の
意
見
も
伝
え
て
よ
り
良

い
職
場
に
し
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
は
、
３
日
間

の
思
い
出
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
流
し
、
参
加
者
と
の

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
終
了
し

ま
し
た
。

　

Ｋ‘

ｓ
秋
田
で
は
、
全
厚
労

青
年
委
員
会
と
秋
田
青
年
部
で
、

全
国
の
青
年
が
「
仲
間
づ
く
り
」

で
き
る
よ
う
な
企
画
を
練
っ
て

き
ま
し
た
。
集
会
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
多
く
の
参
加
者
が
、
他
県

で
の
仲
間
を
見
つ
け
、
交
流
し
、

今
後
の
組
合
活
動
に
活
か
せ
る

よ
う
な
経
験
が
出
来
た
と
の
声

を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
全
国

の
青
年
の
力
と

な
る
Ｋ‘

ｓ
に
な

る
よ
う
、
邁
進

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
勤
務
の

中
、
参
加
さ
れ

た
青
年
の
皆
さ

ん
、
送
り
出
し

て
く
れ
た
職
場

の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

10
月
11
日
、
東
京
・
日
比
谷

野
音
に
３
７
０
０
人
が
集
ま
り
、

「
サ
ウ
ン
ド・デ
モ
」先
頭
に

医
療・看
護・介
護
ま
も
れ
の
声

「
サ
ウ
ン
ド・デ
モ
」先
頭
に

医
療・看
護・介
護
ま
も
れ
の
声
10・11
国
民
集
会
に

3
7
0
0
人

につなげようにつなげようからからのの青年青年 団結団結交流交流

「
憲
法
・
い
の
ち
・
暮
ら
し
守

る
国
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
厚

労
は
９
県
72

名
が
参
加
。

今
回
は
３
台

の
サ
ウ
ン
ド
・

デ
モ
カ
ー
が
出
動
。
な
ん
と
か

雨
も
降
ら
ず
に
、
先
頭
に
全
厚

労
（
福
厚
労
）
が
陣
取
り
、
タ

テ
乗
り
で
「
看
護
師
増
や
し
て

医
療
を
守
れ
」
と
コ
ー
ル
を
上

げ
て
銀
座
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

熱い思いを伝えたプレゼンテーション

長
時
間
労
働
改
善
、年
休
取
得
、勤
務
間
隔
確
保
等

来
年
春
施
行
の
改
正
労
働
基
準
法
に
備
え
よ
う
！

長
時
間
労
働
改
善
、年
休
取
得
、勤
務
間
隔
確
保
等

来
年
春
施
行
の
改
正
労
働
基
準
法
に
備
え
よ
う
！

　
９
月
28
〜
29
日
に
開
催
し
た
全
厚
労
第
１
回
中
執
で
は
、
今
年
成
立
し
た
「
働
き
方
改
革
法
」
に

つ
い
て
、
厚
労
省
の
担
当
者
を
呼
ん
で
「
拡
大
学
習
会
」
を
行
い
ま
し
た
。「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
な
ど
は
大
問
題
で
す
が
、
活
用
で
き
る
「
規
制
」
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

主
に「
時
間
外
労
働
の
制
限
」、「
年
休
取
得
」「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。８
月
号
の
答
え
は
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」で
、

当
選
倍
率
は
４
・
４
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
）
で
し
た
。

芸
術
の
秋
、カ
メ
ラ
の
秋

　

秋
と
い
え
ば
芸
術

の
秋
。
子
供
の
こ
ろ

か
ら
絵
を
描
く
の
が

好
き
な
私
で
す
が
、

こ
こ
数
年
で
写
真
を

撮
る
こ
と
に
も
は
ま

り
、
行
く
先
々
で
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
行
っ
て

は
撮
り
た
め
て
い
ま

す
。
写
真
は
見
返
す

の
も
楽
し
い
で
す
。
労

働
組
合
で
よ
く
撮
る

集
合
写
真
も
、
あ
と

で
見
る
と
、
当
時
は

知
ら
な
か
っ
た
人
で
も
、
今
で
は

よ
く
話
す
人
を
見
つ
け
た
り
し
て
。

あ
！
○
○
さ
ん
！
と
思
っ
た
り
し

ま
す
。Ｋ‘

ｓ
秋
田
で
た
く
さ
ん
撮

っ
た
写
真
も
、
数
年
後
に
見
返
し

て
、
嬉
し
い
気
づ
き
が
あ
る
と
良

い
な
〜
と
思
い
ま
す
。 

（
Ｋ
Ｔ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　愛知県からは、愛厚労渥美支部の書記長・
山内俊和さんを紹介します。山内さんは、
渥美病院の地域連携部に所属し、ソーシャ
ルワーカーとして日々患者さまとお話し、
患者さまに寄り添いながら仕事を行ってい
ます。仕事がら聞き上手でもあり話し上手
でもある山内さん（プライベートでは日々
奥さんの話しを静かに傾聴しています）。
組合活動においても組合員の皆さまの声を
大切に聴きながら一生懸命頑張ってくれる
のではないかと思います。

　大分の自慢の看護師、神田隆裕さんをご紹
介します。手術室の執行委員を長きにわたり
引き受けてくださり日々奮闘されています。
今春粘り強い交渉の末、手術室特別手当を勝
ち取ることができました。また、日本DMAT
として活躍もされています。温厚でフットワ
ークも軽く、先輩・後輩から慕われています。
最近ハマっている趣味は釣りで、豊後水道の
美味しい魚をバンバン釣り上げています。高
身長を活かしバスケットバールにも夢中です。
プライベートでは３人のお子さんの良きパパ
としても大活躍。集会で見かけたら声をかけてくださいね‼

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第135回は愛知と大分にお願い
しました。

頑張る仲間

愛知　山内俊和さん

大分　神田隆裕さん

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆８月号で募集した「聞かせて・教えて」結果発表☆
質問１　全厚労も参加している平和運動で参

加してみたいのは？
「原水爆禁止世界大会」が23票で最多でした。原水
爆禁止世界大会は、全厚労の平和運動で各県から
の参加の一番多い大会です。広島と長崎で交互に
毎年参加しています。ぜひ参加してみてください。
質問２　もうすぐ読書の秋。あなたがよく読むジャンルは？
「実用（趣味等）」が17票で最多、次に15票で「文芸（小説等）」でした。
趣味の充実のために、職場の労働環境を改善し、休みの取りやすい職
場づくりを進めていきましょう。
右のＱＲコードから全厚労ホームページを開き、「資料・データ」の
ページから過去の全厚労ニュースを見る事が出来ます。

質問１　消費税増税（８％→10％）についてどう考える？
Ａ＝賛成　　Ｃ＝軽減税率のほうが良い
Ｂ＝反対　　Ｄ＝消費税ではなく法人税を上げるべき

質問２　今年は世界各国で「Me Too運動」が広がりました。
あなたの訴えたい「Me Too」は？
Ａ＝セクハラ　Ｂ＝パワハラ　Ｃ＝いじめ　Ｄ＝その他

意見・要望　質問２のＤ「その他」の答え

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

　

私
は
福
島
県
原
子
力
発
電
所

の
事
故
を
30
キ
ロ
圏
内
で
過
ご

し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
原
水
爆

禁
止
を
も
っ
と
世
界
に
広
め
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
）

――
ま
だ
ま
だ
組
合
の
中
で
も
原

水
爆
に
つ
い
て
の
意
識
が
薄

い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

原
水
禁
に
参
加
し
て
気
持

ち
の
変
化
だ
っ
た
り
、
意
識

が
強
ま
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
身
近
な
所
か
ら
の
声

掛
け
と
学
習
が
大
切
だ
な

と
私
自
身
も
実
感
し
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
（
Ｓ
Ｎ
）

　

去
年
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
原

水
禁
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
際

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
場
所
を

歩
い
て
、
被
害
の
大
き
さ
な
ど

を
身
に
感
じ
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
の
と
い
い
経
験
に
な
っ

た
と
、
同
僚
に
伝
え
て
い
ま

す
！！
ま
た
平
和
活
動
に
参
加
で

き
る
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加

し
た
い
で
す
。            

（
三
重
）

――
実
際
に
そ
の
場
所
に
訪
れ
て
、

色
々
な
こ
と
を
感
じ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
職
場

で
も
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と

感
じ
た
こ
と
、経
験
し
た
こ

と
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、今

後
の
平
和
活
動
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。（
Ｓ
Ｂ
）

　

新
入
組
合
員
学
習
と
交
流
の

つ
ど
い
を
読
み
ま
し
た
。
病
院
・

職
種
を
超
え
て
の
交
流
っ
て
大

事
で
す
よ
ね
！
結
局
、
人
と
の

関
わ
り
が
一
番
大
事
だ
と
わ
か

り
ま
す
。
隣
の
芝
は
良
く
見
え

る
の
が
意
外
な
苦
労
を
し
て
た

り
、
自
分
の
仕
事
が
他
の
職
種

に
活
か
せ
る
事
が
出
来
た
り
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
静
岡
）

――
人
と
の
か
か
わ
り
が
、
組
合

活
動
の
第一歩
で
す
。
あ
と

は
仕
事
も
交
流
も
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｕ
）

　

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
組
織
論
の
話
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
こ
う
い
っ
た
勉
強
に
な
る

記
事
の
せ
て
ほ
し
い
で
す
。　

（
福
島
）

――
組
合
員
を
増
や
し
、
組
織

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
大

切
な
活
動
で
す
。
ま
た
、

個
人
に
お
い
て
は
、
信
頼
で

き
る
仲
間
を
作
る
こ
と
に
も

繋
が
り
ま
す
。
学
習
を
活

か
し
、
組
合
員
が
団
結
で

き
る
よ
う
な
活
動
を
展
開

し
ま
し
ょ
う
。　
　
（
Ｙ
Ｓ
）

スマホからすべて投稿できます★

クロスワードの投稿もQRコードからできます。氏名・住所・
希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事項です。投稿
数に応じてポイントが貯まります。
今年度からハガキでもポイントが貯まります☆
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